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住
ま
い
の
衛
生
展

r  

換
気
と
結
露
、
害
虫
、
家
庭
用

品
の
安
全
対
策
の
パ
ネ
ル
展
示
。

s  

2
月　

日
捷
～　

日
昌
。

21

23

q  

市
役
所
ロ
ビ
ー
。

i  

環
境
衛
生
課b  
（　

）5
1

622

6
5
、a  

 
子
ど
も
手
当

　

2
月
期
（　

月
～
1
月
分
）
の

10

手
当
振
込
日
は
2
月　

日
昭
で
す
。

10

該
当
す
る
方
（
中
学
校
修
了
前
ま

で
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る

方
）
で
、
手
続
き
を
し
て
い
な
い

方
は
、
速
や
か
に
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。
認
定
さ
れ
た
場
合
は
、

手
続
き
を
し
た
翌
月
分
か
ら
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

i  

区
役
所（
1
㌻
）の
保
健
福

祉
課

児
童
扶
養
手
当
の
手
続
き
を

　

臼
父
母
が
離
婚
渦
未
婚
嘘
父
ま

た
は
母
が
死
亡
・
重
度
の
障
が
い
・

生
死
不
明
・
1
年
以
上
拘
禁
ま
た

は
児
童
を
遺
棄
―
―
な
ど
の
状
態

で
、
父（
母
）と
生
計
を
同
じ
く
し

て
い
な
い
児
童（
原
則　

歳
に
到

18

達
し
た
日
の
年
度
末
ま
で
の
間
に

あ
る
児
童
）を
養
育
し
て
い
る
母

（
父
）、
ま
た
は
父
母
と
生
計
を
同

じ
く
し
て
い
な
い
児
童
を
養
育
し

て
い
る
養
育
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
所
得
が
制
限
額
を
超
え

る
方
は
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

i  

区
役
所（
1
㌻
）の
保
健
福

祉
課

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
手
続
き
を

　

重
度
ま
た
は
中
度
の
障
が
い
が

あ
る　

歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し

20

て
い
る
方
に
支
給
し
ま
す
。
た
だ

し
、
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し
て

い
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
所
得
が
限
度
額
以
上
の

方
は
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。
受

給
要
件
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
場

合
に
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。
届

け
出
が
遅
れ
た
場
合
、
手
当
を
返

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

i  

区
役
所（
1
㌻
）の
保
健
福

祉
課

特
別
障
害
者
手
当
・ 

障
害
児
福
祉
手
当
の
手
続
き
を

　

所
得
が
限
度
額
を
超
え
る
方
は

支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

僉
特
別
障
害
者
手
当
僊

　

著
し
い
重
度
の
障
が
い
の
た
め
、

日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の

介
護
を
必
要
と
す
る　

歳
以
上
の

20

方
に
支
給
し
ま
す
。
施
設
な
ど
に

入
所
し
て
い
る
場
合
や
、
病
院
に

3
カ
月
以
上
入
院
し
て
い
る
場
合

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

僉
障
害
児
福
祉
手
当
僊

　

重
度
の
障
が
い
の
た
め
、
日
常

生
活
に
お
い
て
常
時
の
介
護
を
必

要
と
す
る　

歳
未
満
の
方
に
支
給

20

し
ま
す
。
施
設
な
ど
に
入
所
し
て

い
る
場
合
や
障
害
年
金
な
ど
の
給

付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

i  

区
役
所（
1
㌻
）の
保
健
福

祉
課

障
が
い
の
あ
る
方
の
就
業
相
談

に
応
じ
る
事
業
所
を
新
設

新
設
事
業
所
就
業
・
生
活
相
談
室

か
ら
び
な
（
北
区
北　

西
4
北　

18

18

条
駅
光
ハ
イ
ツ
、b  

（　

）7
8
8

768

0
、c  

（　

）7
8
8
1
）。

768

 i  

障
が
い
福
祉
課b  
（　

）
211

2
9
3
6

知
的
障
が
い
の
あ
る
方
の 

職
業
訓
練

r  

食
品
加
工
（
主
に
納
豆
製
造
）。

s  

q  

4
月　

日
昇
～
来
年
3
月　

12

16

日
晶
。
は
ま
な
す
食
品
（
北
広
島

市
北
の
里　

）。
56

p  

o  

療
育
手
帳
を
所
持
（
申
請
中

を
含
む
）
し
て
い
る　

歳
以
下
の

25

方
7
人
。
月
額
1
万
5
千
円
程
度
。

m  

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
相
談
の
上
、

3
月
4
日
晶
ま
で
に
申
し
込
み
。

選
考
あ
り
。

i  

障
が
い
福
祉
課b  
（　

）2
211

9
3
6

障
が
い
の
あ
る
方
の
パ
ソ
コ
ン

ス
キ
ル
習
得
を
支
援

r  

各
種
コ
ー
ス
あ
り
。
全
4
回
。

s  

4
月
1
日
晶
～　

日
昭
。

28

q  

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
西
区
二
十
四
軒
2
の
6
）。

p  

o  

障
が
い
の
あ
る　

歳
以
上
の

20

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
。
2
千
円
。

m  

2
月
1
日
昇
か
ら
区
役
所
な
ど

で
配
布
す
る
申
込
書
を
3
月
4
日

晶（
必
着
）ま
で
に
送
付
、c  

。g  

i  

障
が
い
者
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ーb  
（　

）1
8
1
0

219

障
が
い
者
福
祉
施
設
な
ど
で
製

作
し
た
製
品
を
販
売

僉
元
気
シ
ョ
ッ
プ 
ｉ  
ｎ 
ジ
ャ
ス
コ
僊

イ 

ン

s  

q  

2
月　

日
松
、　

日
掌
午
前

12

13

　

時
～
午
後
6
時
。
ジ
ャ
ス
コ
札

10幌
元
町
店
（
東
区
北　

東　

）。

31

15

i  

障
が
い
福
祉
課b  
（　

）2
211

9
3
6

僉
出
会
い
ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
ル
僊

s  

q  

2
月　

日
昇
～　

日
昭
午
前

15

17

　

時
～
午
後
7
時（　

日
昇
は
正

10

15

午
か
ら
）。ジ
ャ
ス
コ
札
幌
元
町
店
。 i  

市
社
会
福
祉
協
議
会b  

（　

）6
1
1
0

612福
祉
用
具
展
示
会
・
講
演
会

s  

2
月　

日
昇
。

22

q  

社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー（
中

央
区
大
通
西　

）。
19

僉
講
演
会
僊

時
間
午
後
1
時　

分
～
3
時
。

30

n  
　

人
。

250

m  

2
月　

日
抄
か
らb  

。e  

11

j  

市
社
会
福
祉
協
議
会

b  

（　

）7
3
5
5

632
未
婚
者
の
集
い

r  

身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方
の
結

婚
を
目
的
と
し
た
出
会
い
の
会
。

敬
老
優
待
乗
車
証
の
申
請

　　　

歳
以
上
の
市
民
が
、
バ
ス
、

70
地
下
鉄
な
ど
の
公
共
交
通
機
関

を
優
待
料
金
で
利
用
で
き
る
敬

老
優
待
乗
車
証
。
交
付
対
象
者

へ
、
2
月
上
旬
に
申
請
書
を
送

付
し
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
必

要
事
項
を
記
入
し
返
送
し
て
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
同
封
の

「
お
知
ら
せ
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限
2
月　

日
昇（
必
着
）。

15

 p   

平
成　

年　

月　

日
時
点
で

22

12

31

本
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
現

在
も
引
き
続
き
居
住
し
て
い
て
、

生
年
月
日
が
昭
和　

年　

月
1

16

10

日
以
前
の
方
。

交
付
額
1
万
～
7
万
円
（
1
万

円
ご
と
）。
千
円
～
1
万
7
千

円
の
利
用
者
納
入
金
が
必
要
。

利
用
で
き
る
交
通
機
関
乗
車
カ

ー
ド
＝
市
電
、
地
下
鉄
、
ジ
ェ

イ
・
ア
ー
ル
北
海
道
バ
ス
、

じ
ょ
う
て
つ
バ
ス
、
中
央
バ
ス
。

乗
車
券
＝
夕
鉄
バ
ス
、
ば
ん
け

い
バ
ス
。　

僉
追
加
交
付
の
期
間
延
長
僊

　

追
加
交
付
の
「
申
請
期
間
」

と
「
郵
便
局
で
の
受
取
期
間
」

が
延
長
に
な
り
ま
し
た
。

申
請
期
間
8
月
1
日
捷
～
来
年

1
月　

日
昭
。

12

受
取
期
間
9
月
1
日
昭
～
来
年

2
月　

日
昌
。

15

 i   

市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

b  

（　

）4
8
9
4

222
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障
が
い
の
な
い
方
も
参
加
可
。

s  

q  

2
月　

日
掌
午
前　

時
～
午

27

11

後
2
時
。
ホ
テ
ル
ラ
イ
フ
ォ
ー
ト

（
中
央
区
南　

西
1
）。

10

p  

o  
　

歳
～　

歳
で
、
自
立
生
活

20

59

が
可
能
な
方
。
2
千　

円
。

500

m  

は
が
き
、b  

、c  

。
上
欄
必
要

事
項
と
職
業
、
障
が
い
の
あ
る
方

は
障
が
い
名
を
記
入
し
、
2
月　
18

日
晶
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
身
体

障
害
者
福
祉
協
会（
〒　
‐　

西
区

063
0802

二
十
四
軒
2
の
6
、c  

（　

）8
9

641

6
6
）
へ
。
2
月　

日
昭
以
降
の

24

取
り
消
し
は
、
費
用
を
全
額
負
担
。 i  

身
体
障
害
者
福
祉
協
会b  

（　

）8
8
5
3

641介
護
老
人
保
健
施
設
の
開
設

開
設
施
設
清
田
北
翔
館
ま
い
あ
の

里
（
清
田
区
里
塚
2
の
4
）。

開
設
予
定
日
6
月
1
日
昌
。

p  

o  

医
療
ケ
ア
が
必
要
な
要
介
護

1
以
上
の
方　

人
。
要
介
護
度
に

80

応
じ
た
負
担
、
居
住
費
、
食
費
な

ど

。

m  

2
月　

日
昇
か
ら
市
役
所
3
階

15

高
齢
福
祉
課
、
区
役
所
な
ど
で
配

布
す
る
申
込
書
を
3
月　

日
捷

14

（
必
着
）
ま
で
に
持
参
、
送
付
。
選

考
あ
り
。

i  

開
設
準
備
室b  
（　

）6
5

885

4
0
、
高
齢
福
祉
課b  
（　

）2
9

211

7
6

難
聴
者
・
中
途
失
聴
者
の
た
め

の
補
聴
器
相
談
会

s  

2
月　

日
掌
午
後
1
時
～
3
時
。

27

q  

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
西
区
二
十
四
軒
2
の
6
）。

i  

身
体
障
害
者
福
祉
協
会b  

（　

）8
8
5
3
、c  
（　

）
8
9
6

641

641

6介
護
に
関
す
る
教
室
・
講
座

r  

s  

左
表
の
通
り
。

 q  

リ
ン
ケ
ー
ジ
プ
ラ
ザ
（　

㌻
）。

18

p  

o  

渦
欝
は
有
資
格
未
経
験
者
、

嘘
唄
は
現
場
で
働
く
介
護
職
の
方

か
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
。
臼
嘘
唄
は

各
回　

円
、
渦
欝
は
各
回
千
円
。

500

m  

随
時b  

。

j  

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス

協
会b  
（　

）1
2
1
4
、a  

208

母
子
寡
婦
福
祉
セ
ン
タ
ー
催
し

r  

大
人
は
ス
ト
ー
ル
、
子
ど
も
は

シ
ュ
シ
ュ
か
コ
サ
ー
ジ
ュ
を
作
る
。

■介護に関する教室・講座
時間開講日教室・講座名

午前10時
～正午

2/15昇、22昇、
3/1昇、8昇

臼かんたん！
らくらく介護

午前10時
～午後4時

2/16昌、17昭
渦ペーパー
ケアマネ

午後6時30
分～8時

2/23昌、
3/3昭、9昌

嘘スキルアップ
ケアマネ

午後6時～
8時

2/24昭、
3/10昭

唄スキルアップ
ヘルパー

午前10時
～午後4時

3/2昌、3昭
欝ペーパー
ヘルパー

s  

2
月　

日
掌
午
前　

時
～
正
午
。

27

10

q  

社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
（
中

央
区
大
通
西　

）。
19

p  

母
子
家
庭
の
母
と
小
学
生
以
上

の
子　

組
、
寡
婦
（
か
つ
て
母
子

10

家
庭
の
母
だ
っ
た
方
）　

人
。

10

o  

大
人　

円
、
子
ど
も　

円
。

600

300

m  

2
月　

日
捷
か
らb  

。e  

14

j  

母
子
寡
婦
福
祉
連
合

会b  
（　

）3
2
7
0

631

男
性
介
護
者
の
集
い

r  

医
師
に
よ
る
講
演
と
交
流
会
。

s  

2
月　

日
捷
午
後
2
時
～
4
時
。

28

q  

p  

か
で
る
2
・
7
（
中
央
区
北

2
西
7
）。
在
宅
で
認
知
症
の
方

を
介
護
し
て
い
る
男
性　

人
。

30

m  

b  

、c  

。
上
欄
必
要
事
項
と
認

知
症
の
方
と
の
関
係
、
要
介
護
度
、

同
伴
の
有
無
、
介
護
歴
を
記
入
し
、

2
月　

日
晶
ま
で
に
日
本
認
知
症

25

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
協
会（b  
（　

）
211

0
7
2
7
、c  
（　

）0
7
2
6
）へ
。

211

g  i  

介
護
保
険
課b  
（　

）2
5

211

4
7

趣
味
・
教
養

お

で

か

け

ガ

イ

ド

レ
ジ
ャ
ー
・

ス

ポ

ー

ツ

子
ど
も
向
け

暮

ら

し

福
祉
・
健
康

税

金

保
険
・
年
金

ビ

ジ

ネ

ス

職

員

募

集

そ

の

他

障がい者交通費助成制度の更新（変更）手続き
　福祉タクシー利用券、福祉自動車燃料助成券、福祉乗車証の有効
期限は３月３１日昭です。お住まいの区の区役所保健福祉課で新年
度分（４月１日晶から利用可）の手続きを行ってください。
　申請手続きの受付日と申請に必要な持ち物は以下の通りです。

○重度（身体１・２級、知的Ａ、精神１・２級、戦傷病者特別～第３項症）
持ち物受付日助成内容（1つを選択）

各種手帳・印鑑２/１５昇から福祉タクシー利用券 
各種手帳・印鑑・車検証（写し可。原則
として本人または親族名義）２/１５昇から福祉自動車

燃料助成券
各種手帳・印鑑・本年度の福祉乗車証３/１昇から福祉乗車証（更新）

各種手帳・印鑑４/１晶から福祉乗車証
（他券からの変更）

○中度（身体３・４級、知的Ｂ、精神３級、戦傷病者第４～第６項症・第１
款症、いつくしみ重度、被爆者健康手帳所持者のうち手当受給者）

持ち物受付日助成内容（1つを選択）
各種手帳・印鑑２/２２昇から福祉タクシー利用券 
各種手帳・印鑑・車検証（写し可。原則
として本人または親族名義）２/２２昇から福祉自動車

燃料助成券
各種手帳・印鑑・使用済みカード４/１晶からウィズユーカード

※代理人が申請する場合は、代理人の印鑑と名前が確認できるものが必要
※以前、福祉乗車証またはウィズユーカードの交付を受けた方で助成内容を
変更する場合は、それぞれすでに交付を受けたものが必要
yi 区役所（１㌻）の保健福祉課

広告
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市
立
特
別
支
援
学
校
展

r  

学
習
活
動
や
作
品
の
紹
介
。

s  

2
月　

日
捷
、
3
月
1
日
昇
。

28
q  

地
下
街
ふ
れ
あ
い
広
場
。

i  

教
育
推
進
課b  
（　

）3
8

211

5
1

自
殺
予
防
講
演
会

r  

s  

作
家
の 
五  
木  
寛  
之 
氏
に
よ
る

い
つ 

き 

ひ
ろ 
ゆ
き

講
演
、
パ
ネ
ル
展
ほ

か

。
3
月
5
日

松
午
後
1
時　

分
～
4
時
。

30

q  

n  

市
民
ホ
ー
ル
（
中
央
区
北
1

西
1
）。
千　

人
。

500

m  

b  

、c  

。上
欄
必
要
事
項
を
記
入

し
、
2
月　

日
晶
ま
で
に
市
コ
ー

25

ル
セ
ン
タ
ー（c  
（　

）4
8
9
4
）

221

へ
。g  

i  

市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ーb  

（　

）4
8
9
4
、a  

222精
神
療
養
講
座

r  

う
つ
病
の
人
へ
の
関
わ
り
方
。

s  

2
月　

日
松
午
後
2
時
～
4
時
。

26

q  
 
Ｗ  
Ｅ  
Ｓ  
Ｔ 　

（
中
央
区
大
通
西

ウ 

エ 

ス 

ト

19

　

）。
19

i  

市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ーb  

（　

）4
8
9
4

222
 

僉
市
・
道
民
税（
住
民
税
）の
申
告
僊

　

平
成　

年
中
に
収
入
の
あ
っ
た

22

方
が
対
象
で
す
。
給
与
ま
た
は
年

金
所
得
者
で
、
源
泉
徴
収
票
に
記

載
の
な
い
扶
養
控
除
や
社
会
保
険

料
の
控
除
を
受
け
る
場
合
な
ど
も

申
告
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
所

得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
た
方
は
、

不
要
で
す
。
ま
た
、
1
月
1
日
現

在
、
市
外
在
住
の
方
が
、
家
族
を

住
ま
わ
せ
る
た
め
の
住
居
を
市
内

に
有
す
る
場
合
や
、
居
住
区
と
は

別
の
区
に
個
人
事
業
を
行
う
た
め

の
事
務
所
を
有
す
る
場
合
な
ど
は
、

均
等
割
額
を
負
担
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
該
当
の

方
は
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

s  

q  

3
月
1
日
昇
～　

日
昇（
土
・

15

日
曜
を
除
く
）。
区
民
の
ペ
ー
ジ

（
豊
平
・
清
田
・
南
区
は
1
月
号
）を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

i  

市
税
事
務
所
（
左
表
）
の

市
民
税
課

 
僉
確
定
申
告
は
お
早
め
に
僊

　

所
得
税
の
確
定
申
告
の
受
け
付

け
開
始
は
2
月　

日
昌
、
申
告
と

16

納
税
の
期
限
は
3
月　

日
昇
で
す
。

15

　

土
・
日
曜
、
祝
日
は
、
申
告
の

相
談
・
受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
2
月　

日
掌
、　

日
掌

20

27

に
限
り
、
各
税
務
署
（
中
税
務
署
、

南
税
務
署
を
除
く
）、
北
海
き
た

え
ー
る
会
場
（
豊
平
区
豊
平
5
の

■問い合わせ先

市民税課
電話番号市税事務所・所在地区

211-3914中央（中央区北2東4サッ
ポロファクトリー2条館）中央区

207-3914北部（中央区北4西5アス
ティ45）北・東区

802-3914東部（厚別区大谷地東2
交通局庁舎）

白石・
厚別区

824-3914南部（豊平区平岸5の8
イースト平岸）

豊平・清
田・南区

618-3914西部（西区琴似3の1
コトニ3・1ビル）

西・
手稲区

　

）
で
実
施
し
ま
す
。

11僉
消
費
税
の
申
告
と
納
税
を
お
忘

れ
な
く
僊

　

平
成　

年
分
の
課
税
売
上
高
が

20

1
千
万
円
を
超
え
る
個
人
事
業
者

は
、　

年
分
の
消
費
税
課
税
事
業

22

者
と
な
り
、
3
月　

日
昭
ま
で
に

31

申
告
と
納
税
が
必
要
で
す
。

i  

各
税
務
署
、a  

僉
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
僊

r  

差
し
押
さ
え
た
物
件
を
売
却
。

申
込
期
間
2
月　

日
昌
午
後
1
時

16

～　

日
捷
午
後　

時
。

28

11

公
売
期
間
動
産（
せ
り
売
り
）＝
3

月
4
日
晶
午
後
1
時
～
6
日
掌
午

後　

時
。不
動
産（
入
札
）＝
4
日

11
晶
午
後
1
時
～　

日
晶
午
後
1
時
。

11

i  

納
税
指
導
課b  
（　

）2
2

211

9
2
、a  

 
国
民
年
金

僉
保
険
料
の
前
納
に
よ
る
割
引
僊

　

保
険
料
を
前
納
す
る
と
割
引
に

な
り
ま
す
。
割
引
額
は
前
納
期
間

な
ど
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
口
座

振
替
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の

前
納
は
2
月
末
日
ま
で
に
年
金
事

務
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

i  

区
役
所（
1
㌻
）の
保
険
年

金
課

国
民
健
康
保
険

僉
保
険
料
の
減
免
僊

　

失
業
な
ど
で
、
平
成　

年
1
月

22

国民健康保険（65歳以上）・後期高齢者医療制度の保険料の納付方法
■４月と６月の年金天引き（仮徴収）
　両月の年金からは、暫定的に平成22年度の保険料を基
に天引きします。23年度の保険料が確定し、差額が生じ
た場合は、８月以降の保険料で調整します。
■新たに被保険者となった方・年金天引きの対象年
齢に到達した方の年金天引き開始月の目安
　年金天引きの開始時期は、対象年齢に到達した時期な
どによって異なります（下表）。年金天引きとならない期
間は、納入通知書や口座振替により納付します。

yi 区役所（１㌻）の保険年金課

年金天引き開始月

年金天引き
開始月の目安

＜国保＞
65歳の到達月
＜国保・後期＞
年金の新規裁定月
市外からの転入月

＜後期＞
75歳の到達月

（障害認定取得月）

当年度10月―4月、5月
翌年度4月4月～9月6月～9月
翌年度6月10月、11月
翌年度8月12月、1月
翌年度10月2月、3月

　保険料の納付方法についてお知らせします。以下の内
容は、基本的なケースを示したものであり、当てはまら
ない場合もあります。詳細はお問い合わせください。
■来年度の保険料の納付方法
臼年金天引き（特別徴収）で納めている方
　年金天引きが継続します。ただし、世帯主が75歳に
なる年度の国民健康保険料は、納入通知書または口座
振替で納付します。
渦納入通知書で納めている方
　年金が年額１８万円未満の方、介護保険料と国民健康
保険料（または後期高齢者医療保険料）の合計額が年
金受給額の２分の１を超える方は、納入通知書で納付
します。該当しない方は、年金天引きが始まります。
なお、国保で年金天引きの対象となるのは、加入者全
員が65歳以上74歳以下の世帯の世帯主です。
嘘口座振替で納めている方
　　口座振替が継続します。
■口座振替への変更
　年金天引き、納入通知書で保険料を納めている方は、
希望により口座振替での納付に変更できます。手続きは、
お住まいの区の区役所保険年金課へご相談ください。
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